生活衛生豆知識№68
暑さに関する指標パートⅡ

　
今年の夏は全国的に早い梅雨明け、連日猛暑日が続き、暑さ対策にな十分な注意が必要です。そこで、№34「暑さに関する指標」に、今年から開始された高温注意情報を加えて、パートⅡをお送りします。

暑さの気象用語

夏　日　　最高気温が２５℃以上

真夏日　　最高気温が３０℃以上

猛暑日　　最高気温が３５℃以上

熱帯夜　　夜間の最低気温が２５℃以上

不快指数

不快指数が75を越えると人口の半数が不快になり、80を越えると全員が不快になると言われています。全国の年間平均湿度は70前後です。

計算式　不快指数= 0.81Ｔ + 0.01Ｕ (0.99Ｔ － 14.3) + 46.3
気温がＴ (℃)、湿度がＵ (％)

　　または、次でも計算できます　不快指数=0.72×（乾球温度＋湿球温度）＋40.6

不快指数の感じ方 　　　　　　　　　　　　　　 　 　　

	不快指数
	感じ方
	不快指数
	感じ方

	８６　以上
	もう我慢できない
	６５～７０
	快い

	８０～８６
	全員木快
	６０～６５
	何も感じない

	７５～８０
	半数以上不快
	５５～６０
	肌寒い

	６５～７０
	不快を持つ人が出始める
	５５　以下
	寒い


体感温度

風速毎秒１ｍの風が当たると体感温度は1℃下がると云われ、気温が３０℃を越えると、湿度が１０％多くなるごと 　体感温度は約１℃ずつ高くなると云われています。
暑さ指数（ＷＢＧＴ:湿球黒球温度）
WBGT（湿球黒球温度）とは、人体の熱収支に影響の大きい湿度、輻射熱、気温の３つを取り入れた指標で、乾球温度、湿球温度、黒球温度の値を使って計算します。
　毎日、国立環境研究所から情報発信しています　アドレスはhttp://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/
※WBGT（湿球黒球温度）の算出方法 
　屋外：WBGT ＝ ０.７×湿球温度＋０.２×黒球温度＋０.１×乾球温度 
　屋内：WBGT ＝ ０.７×湿球温度＋０.３×黒球温度
運動に関する指針（熱中症予防情報の説明）
	ランク
	WBGT(℃)
	対　　　　　　　　　　　　　　　　　応

	運動は原則中止
	３１以上
	WBGT31℃以上では、皮膚温度より気温のほうが高くなる。特別の場合以外は運動を中止する。

	厳重警戒
（激しい運動は中止）
	２８～３１
	熱中症の危険が高いので、激しい運動や持久走などは避ける。体力の低いもの、暑さになれていないものは運動中止。運動する場合は積極的に休息をとり、水分補給を行う。

	警戒（積極的に休息）
	２５～２８
	熱中症の危険が増すため、積極的に休息をとり、水分を補給する。
激しい運動では30分おきくらいに休息をとる。 

	注意（積極的に水分補給）
	２１～２５
	熱中症による死亡事故が発生する可能性がある。
熱中症の兆候に注意しながら、運動の合間に積極的に水分を補給する。 

	ほぼ安全（適宜水分補給）
	２１未満
	通常は熱中症の危険は少ないが、水分の補給は必要。市民マラソンなどではこの条件でも熱中症が発生するので注意する。


高温注意情報　平成23年6月10日から
北海道、沖縄を除く地域を対象に、翌日又は当日の最高気温が概ね35℃以上になることが予想される場合に熱中症への注意を呼びかけるために気象庁が出す。　　　　　　　　　　　　　 　2011. 7.18 　 Ｋ.Oikawa









国内の最高気温　40.9℃


平成１９年８月１６日　
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